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事業所における自己評価総括表
事業所名 LITALICOジュニア海老名教室 児童発達支援

事業者向け自己評価表作成日 2026年3月3日 (火)

自己評価総括の担当者 柳本・麻田・小林・岩崎

実施期間 有効回答数(回答者数) 有効回答数(対象者数)

保護者評価 2025年12月19日(金) - 2026年1月29日(木) 66 71

従業員評価 2025年12月19日(金) - 2026年1月29日(木) 6 12

各評価を受けて事業所内で分析した強みと弱み

事業所の強み（※）だと思われること 
※より強化・充実を図ることが期待されること

事業所の弱み（※）だと思われること 
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

・支援計画に基づいた一環した支援を行うことができていると
の評価を一定程度いただいた。
・

・支援計画の妥当性について、「どちらでもない」との回答が
半数近く見られていること。
・集団支援における、支援室内の環境設定について、人の多さ
による安全性や衛生上の懸念の声があった。

▼ ▼
過去の取り組みや課題の振り返り

工夫していることや意識的に行っている取組等 事業所として考えている課題の要因等

・集団の支援時には、毎回支援後に次回以降へ向けての引継ぎ
事項・共有や改善案について整理を行っている。
・支援計画の計画推移については全指導員が確実に確認をした
上で支援に臨むことができている。

・保護者からのニーズヒアリングや、提示段階での合意形成に
ついては時間をとって行っているため、より精度の向上が必要
と考える。

・支援室内環境については、感染症流行時期もあることから懸
念されることは尤もな意見だと思うため、改善を講じていきた
い。

▼ ▼
さらなる充実と改善への取り組み

さらに充実を図るための取組等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

・共有が不足しているという声もあったため、会議時の共有事
項については整理を随時行いながら取りこぼしがなくなる工夫
をしていく必要がある。

・フィードバックへの満足度、リタリコに子どもが楽しんで来
れているか　とベースとなる項目について「どちらでもない」
が10％以上見られていることに対して、対策を行う。
・フィードバック時間での保護者とのコミュニケーションにつ
いての優先度についてや、子どもが楽しんでプログラムへ参加
ができるような支援上の工夫について新年度へ向けて研鑽を
行っていく。


